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設置目的

運営方法

平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協議会について

平成筑豊鉄道沿線地域に係る地域公共交通計画の
作成と実施に関する協議を行うために設置

座長・事務局  座長は福岡県交通政策課長、事務局は福岡県交通政策課
定足数  全委員の過半数（代理出席可）

公開・非公開  会議は非公開で行い、会議終了後、議事の概要を速やかに公表
議事の採決  出席委員の過半数（棄権可）   ※全委員は協議結果を尊重する義務あり    

採決の流れ
重要な議事に関する採決は、各委員の属する組織内での検討及び関係者との
協議を行う時間を十分確保するため、次回以降の会議又は書面で行う

議事に関する
説明・質疑・議論

所属組織に持ち帰り
検討・協議

次回以降の会議
又は書面で採決

協 議 会 委員の所属組織 協 議 会 書 面

関係者の合意形成の場

（根拠：地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条第１項）

１



決定された路線バス案に基づき

  地域公共交通計画を作成

   ・地域公共交通利便増進実施計画を作成

 ・国の補助制度等を活用し、バス運行準備

 ・地域公共交通利便増進実施計画を改定

 ・国の補助制度等を活用し、バス運行準備

令和８(2026)年度

令和９(2027)年度

２

令和10(2028)年度

  バス運行開始令和10(2028)年度中

令和10（2028）年度末 鉄道運行終了※

目標

※ 鉄道運行維持のための多額の自治体負担が継続（安全性を確保するため、施設設備の老朽化対策が必要）

※ 令和８年３月のバス転換決定前に進路決定した高校生の移動手段を確保 

第１１回協議会（令和８年９月８日開催）に
おいて、鉄道運行終了時期は、バスの運行
開始に向けたスケジュールを再確認したうえで
検討することとなった。



運行開始に向けたスケジュール

【計画策定】

R8 R9 R10

地域公共交通計画

地域公共交通
利便増進実施計画

検討

計画策定

検討

計画策定

検討

R8 R9 R10

「交通空白」解消等
リ・デザイン全面展開
プロジェクト補助金

社会資本整備
総合交付金

補助金活用

検討

検討

【国補助金の活用】

検討

補助金活用

計画改定

※R8年度と同等の国予算が措置されることを想定

３

調査・分析・評価 調査・分析・評価



協議会スケジュール

第11回
【今回】

① 今後のスケジュールについて
 ② 平成筑豊鉄道沿線地域公共交通計画について

計画骨子 バス事業の運行形態

第12回
① 平成筑豊鉄道沿線地域公共交通計画について

 計画素案

 ② 平成筑豊鉄道沿線地域公共交通利便増進実施計画について

（地域公共交通計画のパブリックコメント）

４

第13回
平成筑豊鉄道沿線地域公共交通計画について
 計画案決定 ※書面決議を予定

【令和８年度】

９年度 平成筑豊鉄道沿線地域公共交通利便増進実施計画について

【令和９年度以降】

10年度
平成筑豊鉄道沿線地域公共交通利便増進実施計画の改定に

  ついて

上記以外にも、必要に応じて開催
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